2016月11月30 日
広島県知事　　湯　﨑　英　彦　様

2016年広島県母親大会実行委員長　　小松　ともえ

　私たちは、９月２５日、２０１６年広島県母親大会を開催しました。県内から７００人を超える人々が集い、「 生命を生みだす母親は　生命を育て　生命を守ることをのぞみます」のスローガンのもと、熱心に学び話し合いました。今年は松元ヒロさんのソロライブをはじめ、分科会では「教育の問題」「子どもたちの放課後の問題」「障害児・者に豊かな生活を」「高齢者の生存権」「若い世代と今を語る」など、どの分野をとっても、さまざまな運動の輪、仲間の輪を広げつつ呼びかけ合っての大会になりました。　
大会で出された母親・女性をはじめとした県民の切実な要求を県政に反映していただきたく、以下の項目を要請します。

２０１６年広島県母親大会の要請事項
教育の問題
１．すべての小・中・高等学校で35人学級を早期に実現するよう国に要請してください。当面、広島県独自の措置での少人数学級を小学校3年生以上にも拡充してください。
２．教師同士が一緒に教材研究するための時間や、生徒へ生活指導をするための時間が持てるように、子どもと直接向き合う教職員を増員してください。
３．病休・介護休・産育休などの代員を速やかに配置し、担任不在がないようにしてください。

介護の問題
１．介護保険制度を改悪しないよう国に要望してください。
２．介護保険料の値上げをしないでください。
３．地域支援事業を地域に丸投げをせず、市・町の地域サービスの実態を把握し、その格差の解消に努めてください。
４．地域包括支援センターを増やし、利用者が支援を受けやすいようにしてください。
５．福祉予算を国・県・市ともに増やしてください。
６．介護の現場で働く人の賃金や、労働条件の改善をしてください。

くらしの問題
１．充実した最低保障年金制度を確立し、安心して生活できる年金制度にするよう国に要望してください。
２．応能負担、必要充足という社会保障の原則に基づく制度設計をするよう国に要望してください。
３．必要とするすべての高校生・大学生に対する返済不要の「給付制奨学金」をつくるよう国に要請してください。また、県独自で返還猶予・減免制度をもつ奨学金制度を整備・拡充してください。
４．高齢者やひとり親世帯など住宅確保が困難な人が安心して入れる良質な公営住宅を増やしてください。

障害児・者の問題
１．障害のある人のための施策を検討するに当たっては、当事者や家族の願いをしっかり聞いて、反映させてください。
２．障害のある人たちの生活の実態を県民に広く伝えて、障害者理解を高めてください。
３．障害者差別解消法の施行を踏まえ、差別の解消や合理的配慮について広く県民に周知・徹底してください。
４．福祉施設で働く人の待遇改善をはかり、人材が集まるようにしてください。

働き方の問題
１．労働法制の改悪をしないよう国に要望してください。
２．最低賃金を誰でも、どこでも、一律1,000円以上にし、これを実現させるための中小企業への助成制度を拡充してください。

医療の問題
１．高すぎる国民健康保険料の引き下げへ独自助成をおこなってください。
２．子どもの医療費助成の対象を中学校卒業まで広げてください。
３．医療機関にかかる際の70歳からの自己負担割合を2割負担にしないよう国に働きかけてください。

平和と民主主義の問題 
１．「核兵器禁止条約」交渉開始を求める国連決議に反対した国に対して、撤回するよう被爆県として強く申し入れてください。
２．「安保法制」「TPP」など県民のいのち・くらしに重大な影響を及ぼす国の政策に対し、県としてきっぱりと意見を表明してください。
３．原子力発電所の再稼働や新設をしないよう、中国電力に勧告してください。
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